
PRESS RELEASE 
 

平成 29年 3月 17日 

国立大学法人一橋大学 

 

≪シンポジウムのご案内≫ 

一橋大学 医療経済シンポジウム 

「医療経済学と医療政策」 
日 時：平成 29年 4 月 26日（水）13：30－17：30 （受付開始 13：00） 

会 場：一橋講堂 （〒101-8439 東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 学術総合センター2階） 

主 催：一橋大学社会科学高等研究院 医療政策・経済研究センター 

協 賛：公益財団法人 二十一世紀文化学術財団 

参加費：無料（事前申し込みが必要です。申込締め切り 4月 20日（木）） 

 

少子高齢化や医療の高度・高額化に伴い医療費は増加の一途をたどっています。年間40兆円を超え

る日本の国民医療費は、深刻な財政リスクです。医療における資源配分の適正化が叫ばれる中、2018

年度診療報酬改定を前に、医療と経済学とを結ぶ医療経済学への関心がとくに高まっており、同時に

医療経済学によって得られた知見を政策に活かす仕組みを構築することが喫緊の課題となっていま

す。 

このような背景の中、「一橋大学社会科学高等研究院 医療政策・経済研究センター」では、これら

の課題の解決の道筋を来場者の方々と探るため、このたびシンポジウムを開催いたします。 

本シンポジウムでは、医療経済学が直接政策に生かされている貴重な制度の一つである英国のNICE

（The National Institute for Health and Care Excellence）において2004年以来、各種委員会の委

員を務めてこられた英国ヨーク大学医療経済研究所のマーク・スカルファー教授と本邦の有識者３名

をお招きして、ご講演をいただくと共に、来場者参加型のパネルディスカッションを行います。 

報道関係者の方々におかれましては、本件の趣旨についてご理解いただき、ぜひ記事を掲載し広く周

知していただきますよう、また、ご多忙のこととは存じますが、ぜひご出席賜りますようお願い申し上

げます。 
 

プログラム概要 （13：30－17：30）※詳細は別添チラシをご覧ください。 

・基調講演 「NICE:英国における医療技術評価と政策意思決定」 
マーク・スカルファー 英国ヨーク大学 医療経済研究所 教授 

・講演 「医療と財政」 伊藤元重 東京大学名誉教授／学習院大学国際社会科学部 教授 

  「日本における医療経済評価の制度への応用」 

    福田敬 国立保健医療科学院 医療・福祉サービス研究部 部長 

  「日本のヘルスエコノミクスの新たな展開」 

    西村周三 医療経済研究機構 所長／京都大学名誉教授 

・パネルディスカッション 

司会 佐藤主光 医療政策・経済研究センター長／一橋大学大学院経済学研究科 教授 

 

【お申込み】 http://health-economics.hias.hit-u.ac.jp/event/Symposium2017/ 

        ※定員（400名）になり次第締め切ります。  

【お問合せ】 一橋大学社会科学高等研究院 医療政策・経済研究センター（担当 森） 

      電話:042－580－8677 

http:/health-economics.hias.hit-u.ac.jp/contact/ 

http://health-economics.hias.hit-u.ac.jp/event/Symposium2017/
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